


 

  大腿四頭筋等の拘縮症の多くは,筋肉内注射によるものであり,また,薬剤

の種類によって障害の程度が異なることが指摘されている。 

  今回は注射の組織障害性を検討するため,溶血性の強いものから弱いもの

まで 7 種を選び,3 斑(東北大法医・赤石英教授,熊本大整形・北川敏夫教授,昭

和大整形・上村正吉教授,国立衛試毒性部・堀内茂友室長)で投与量・注射部位・

観察期間をできるだけ同一とし,かつ一部の薬剤は各斑で重複するように選び,

反応の程度を実験的に観察した。 

 

 


